
　　　　　　　　　　　　様
退院後生活環境相談員の選任と役割のご紹介
　
あなたは平成　　年　　月　　日に医療保護入院となりました。
　精神保健福祉法では、人権擁護の観点から、医療保護入院された方お一人お一人に「退院後生活環境相談員」が選任されることとなりました。

あなたの退院後生活環境相談員は　　　　　　　（精神保健福祉士）です。

「退院後生活環境相談員」は、あなたが可能な限り早期に退院できるよう、ご相談をお受けし、様々な支援を行うことを役割として、以下のような業務を行います。

今後、退院に向けてお困りの事や上記についてご不明な点などありましたら担当の
「退院後生活環境相談員」に御相談ください。なお、退院後生活環境相談員の変更についてご希望がありましたら遠慮無くお申し出ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　平成　　年　　月　　日
○○○○病院　院長　　　　　　　　　　　　　　　　　　
担当退院後生活環境相談員　　　　　　　　　　　　　　　
新規入院者用案





入院中や退院後の生活に関する様々な相談に乗り、あなたの希望や意向を尊重しながら一緒に考えていきます。


様々な制度や福祉サービスの利用に関する相談ができます。


入院中から、退院後の生活上の様々な相談に乗り、支援してくれる相談支援事業所や地域包括支援センターなどを紹介することができます。


また、あなたの入院診療計画書に書かれている「推定される入院期間」を超えるような場合には、どのような支援があれば退院できるかについて検討する機会（「医療保護入院者退院支援委員会」）を持ちますので、その調整を行います。


あなたはこの委員会に出席することができます。また、あなたの希望により、ご家族や相談支援事業所、地域包括支援センターなどの機関も出席できます。開催することになった場合にはあなたに開催日時やその結果をお知らせします。








